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アプローチ

提案手法

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

業務パッケージを利用するシステム開発におい
て、顧客の真の要求を把握できず、要件定義工
程で多くのバグが作り込まれている。

発生原因を調べたところ、要件漏れ・認識の齟
齬が原因とするバグの大半を占めていることが
分かった。

顧客から提示されたRFP(Request for Proposal)と

業務パッケージの機能仕様と元に、真の要求
からソフトウェア仕様までＫＡＯＳゴールモデル
で分解することを、要件定義工程の作業に組み
入れ、記述の品質を確保するため、ゴール分解
の作業のばらつきをなくすようにチェックリストを
構築する．

真の要求への意識の希薄さ、段階的詳細化を実
施できていない点が、現在の対応プロセスの工数
悪化傾向と関係していると仮説を立て、プロジェク
トのマネージメントデータ分析。

まとめと課題

【総括】

顧客からの要求に対し、真の要求が何であるのか？要
求をゴール分解する作業を正しく実施していくことで、要
件定義工程で実施すべき範囲のバラつきをなくし、均一
な品質の提供、及び見積基準への平準化が可能となる。

【課題】

今回のテーマ検討の中では、効果検証まで実施できてい
ない。自組織の要件定義工程の担当者及び、今後の担
当者への展開が課題である．

要求をゴール分解する作業を繰り返し、要件定義書の品
質を向上するチェックリストを構築する．

現状分析 顧客の真の要求から仕様までの到達距離
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